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表 1 に示したように、この 5 年間の平均収量は、台風等で作柄が低下した 1999 年を除く

1996 年から 2002 年（以下、平年とする）の収量に比べて約１割減収したことが示された。

特に 2006 年は 19％減、2004 年は 14％減と減収程度が大きかった。 

収量は、米を入れる容器にあたる籾の数と、その籾にどれだけ米を詰めることができる

かとういう登熟の程度によって決まるので、このような視点から減収要因を解析した。そ

の結果、全籾数は 5 年間の平均では平年とほとんど変わらず、登熟の程度を示す千籾収量

が約１割低下した。したがって、九州北部のこの 5 年間の減収は登熟不良型であり、2004

年、2005 年、2006 年で特にその傾向が強かった。登熟不良になると多くの場合に玄米品質

も低下するが、実際、5 年間の一等米比率の平均値は平年より 40 ポイント以上低下してお

り（表 2）、この解析結果に符合した。 

登熟の良否の指標である千籾収量は、①稔実歩合（全ての籾のうち稔実、すなわち受精

して玄米が成長した籾の割合）、②玄米粒数／稔実粒数（稔実した玄米のうち粒厚 1.7mm

以上に達した玄米の割合）、③玄米千粒重（粒厚 1.7mm 以上の玄米 1000 粒の重さ）の 3 つ

の要素の積に一致する。①が低下すると不稔型、②、③が低下すると玄米成長阻害型とみ

ることができる。そこで、5 年間の千籾収量の低下要因をこれらの要素から解析した。そ

の結果、表 2 に示したように、5 年間の平均で、稔実歩合は平年より 4％、玄米粒数／稔実

粒数は 3％、玄米千粒重は 2％、それぞれ低下していた。したがって、不稔型に玄米成長阻

害型が重なって登熟不良となったと考えられた。なお、2004 年と 2007 年は不稔の影響が

玄米成長の阻害の影響よりも大きかったとみられた。 

 

４．日照不足と台風および高温が登熟不良の要因 

これらの登熟不良が登熟期間のどのような気象条件と関係があったのかを、12 年間の九

州沖縄農業研究センター筑後拠点の気象データと上述の作況試験データとの相関分析によ

り検討した（表 3）。その結果、出穂後 20 日間の日照時間は、精玄米収量、千籾収量、稔

実歩合、一等米比率のいずれとの間にも有意な正の相関が見出された。出穂後 20 日間は登
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平年（96-02年）* 17.8 100 88.5 100 93.2 100 21.6 100 64 0

03-07年平均 16.3 91 84.5 96 90.8 97 21.2 98 21 -43

2003年 17.2 97 86.8 98 93.6 100 21.2 98 40 -24

2004年 15.2 85 80.1 91 89.0 96 21.4 99 13 -51

2005年 16.6 93 86.4 98 90.4 97 21.2 98 19 -45

2006年 15.4 86 84.1 95 87.5 94 20.9 97 11 -58

2007年 17.1 96 85.2 96 93.5 100 21.4 99 27 -37

1996～2007年の12年間の福岡県作況標本調査データ（九州農政局調べ）で解析．

*：平年値は1999年を除いて算出。

表2　近年の登熟不良の要因：不稔型か玄米成長阻害型か？（福岡県）

玄米千粒重稔実歩合
玄米粒数/
稔実粒数

率比米等一量収籾千

— 10 —



74

70
81 79

79

80
80

76

90

91
91

91
91

90

87
86

8988

105

84
86

78
94

7699
102

16 8 30
42.8m/s

105

74

70
81 79

79

80
80

76

90

91
91

91
91

90

87
86

8988

105

84
86

78
94

7699
102

16 8 30
42.8m/s

105

— 11 —



— 12 —



— 13 —



— 14 —


